
廿
三
日
但
馬
地
昂
辰
の
時
一
辺
幾
地
方
の
各
測
候
所
に
於
け
る
・
初
期
微
動
が
大
森
↓
公
式
に
依
る
も
の
よ
，
O
J
可
成

b
短
か
。
く
出
た

事
が
説
明
出
来
ま
す
グ
深
3
一
二
十
粁
の
曲
線
は
普
通
震
央
を
求
め
る
時
に
利
用
出
来
る
E
C
思
び
ま
す
。
併
し
之
は
近
地
地

震
に
就
い
て
、
あ
っ
℃
其
の
先
に
ι
就
い
て
は
気
象
集
誌
の
方
の
附
固
に
出
て
居
b
ま
す
。

(
一
九
二
五
・
八
・
廿
八
)

蒐
e

r

季最

持

績

電

波

受

信

童

逓
信
陸
海
軍
を
始
め
と
し
て
、
五
同
気
象
界
に
於
て
も
一
神
戸
海
洋
気
象
墨
の
電
弧
式
i

中
央
気
象
墓
の
異
空
管
式
等
何
れ

も
持
績
電
波
後
信
装
置
を
採
用
し
‘
之
れ
が
盆
々
隆
盛
な
ら
ん
と
す
る
の
機
運
に
際
し
i

測
候
所
無
線
取
扱
者
諸
氏
の
匁

朝

倉

郎

持
緩
電
波
受
信
の
簡
単
な
る
原
理
及
之
れ
が
取
扱
に
闘
し
柳
ー
か
卑
見
を
迷
ぺ
て
見
皮
ひ
と
思
ふ
の
で

b
あ
ま
す
が
多
少
な

b
と
も
泰
一
考
と
も
な
れ
ば
幸
甚
の
至

b
て
あ

b
ま
す
。

火
花
方
式
に
依
る
衰
滅
電
波
(
非
持
緩
波
)
は
破
石
受
信
機
の
如
き
甚
だ
簡
単
な
る
装
置
を
以
て
受
信
し
得
る
も
の
な

一
四
三



る
も
持
績
電
波
は
電
気
捻

b
(
担
。
。
三
の
回
g
t
)
の
現
象
を
利
用
し
て
受
信
す
る
も
の
な
る
を
以
て
普
通
の
衰
滅
電
波
受

の
如
〈
其
振
幅
一
様
に
し
て
、
衰
滅
電
波
の
如
ぐ
一
笈
滅

一
四
回

信
機
英
設
、
お
に
℃
は
受
信
し
能
は
ゴ
る
も
の
な
b
。

し
第
一
周

B

持
鎮
静
周
波
は
第
一
国

A

A~~~futt上出山出 r乙

8叫

に
受
話
器
の
振
動
板
は
迅
速
な
る
振
動
を
魚
し
て
符
競
を
戚
受
す
る
も
の
な
b
故

せ
ゴ
る
も
の
な
る
を
以
て
礎
石
受
信
機
を
使
用
し
之
れ
を
受
信
せ
ん
と
す
る
も
其

振
動
の
始
め
と
終
A
Y
と
に
於
て
、
カ
リ
ツ
カ
リ
ツ
と
二
回
受
信
呈
日
を
殺
す
る
の
み

/iij 1 

に
て
何
等
符
披
を
戚
受
し
得
ず
郎
ち
謙
信
所
に
於
て
十
分
間
電
鍵
を
按
下
し
℃
持

績
振
動
電
流
を
殺
射
す
る
時
は
磁
石
受
信
機
に
は
其
最
初
と
最
後
と
に
カ
リ
ツ
カ

η
ノ
ヅ
と
二
回
受
信
一
音
を
殺
す
る
の
み
に
℃
其
問
に
は
何
等
一
音
を
殺
せ
ず
、
然
る
に

火
花
式
.
に
於
℃
は
第
一
園

B

の
如

3
衰
滅
電
波
な
る
を
以
て
共
一
連
の
電
波
毎

に
持
緩
電
波
を
受
信
せ
ん
曹
と
す
る
に
は
受
信
所
に
於
て
此
持
績
振
動
電
流
を
切
断

器
は
振
動
一
音
を
援
す
る
に
至
る
、
第
二
園
は
此
方
法
を
一
不
す
チ
ツ
カ
ー
と
絡
す
る
一
種
の
電
鈴
装
置
の
断
緩
器
で
あ
る
。

の
如

3
も
の
と
せ
ゴ
ヨ
べ
か
ら
ず
斯
の
如
〈
す
る
時
は
衰
滅
電
波
と
同
様
に
之
れ
が
整
流
せ
ら
れ
て
受
話

卸
ち
一
つ
の
電
磁
石
が
あ
っ
て
乾
電
池
に
依
b
之
れ
に
電
流
を
通
ず
る
時
は
之
れ
が
銭
片
を
吸
引
排
却
す
る
、
銭
片
の
先

に
は
白
金
線
叉
は
イ
η
ノ
ヂ
ユ

1
ム
の
如

3
堅
い
細
い
線
が
あ
っ
て
之
れ
が
電
路
を
断
績
す
る
様
に
な
っ
て
居
る
、
受
話
器



に
生
ず
る
一
耳
目
の
ピ
ッ
チ
は
チ
ヅ
カ
!
の
一
秒
間
の
断
績
数
に
左
右
せ
ら
る
》
の
で
あ
る
が
其
数
は
徐
b
多
〈
な
い
の
で
受

信
一
音
の
ピ
ッ
チ
も
鈴
A
Y
高
く
な
く
戚
度
も
良
好
て
な
い
、
此
他
ト
!
ン
ホ
ヰ

1
Y
や
送
信
機
に
鷹
用
す
る
チ
ヨ
ツ
パ
!
等

の
機
械
が
あ
る
が
初
れ
も
チ
ッ
ヵ
ー
と
同
一
原
理
代
依
る
も
の
で
勿
論
理
想
的
の
も
の
で
は
な
い
、
然
る
に
電
気
捻
b
の

現
象
を
利
用
す
る
時
は
最
も
容
易
に
此
目
的
を
達
成
す
る
事
が
出
来
る
之
れ
や
』
ピ
!
ト
受
信
EF--}

緯
…
す
、
.
今
第
一
一
一
国
の
如
〈

F

1

1

1

1

1

J

A

B

な
る
こ
個
の
交
流
殺
電
機
あ
b
℃
各

R
R
な
る
相
異
な
る
周

一、

2

一

θ

一

」ぜ一

η

V

5
一
波
数
を
持
つ
時
は
雨
一
波
は
各
瞬
間
に
於
け
る
方
向
に
従
っ
て
或
は
加

〆

一

川

「

j

J

は
b
或

は

減

ず

る

忽

に

新

に

一

二

二

↓

一

3
3

目

の

一

-
J

・

0

巾一
z

，

川

一

一

Y」
安
(
|
斗
一
一
一
-
一
「
ゆ
」

F

つ
の
振
動
電
流
を
生
中
る
此
振
に
什
ヤ
一
一

¥
V一

「
l
L

勤
電
流
は
時
に
高
〈
時
に
低
い
仰
U

ハ
六
ハ
片

一

つ

の

捻

と

な

る

印

立

と

を

の

位

相

が

相

会

し

た

る

時

員

会

波

の

躍

は

州

ザ

山

川

U

4

最
大
に
し
て
約
二
倍

L
L
3
2
Eの
位

相

相

反

し

た

る

時

は

某

会

成

波

の

振

幅

向

日

刊

時

は
最
小
に
し
て
殆
と
零
と
な
る
、
而
し
て
其
問
は
位
相
の
相
違
に
依
っ
て
会
成
一
夜
一
川

h
d

パ

L
U

種

々

の

振

幅

生

じ

第

四

国

の

如

き

捻

の

現

象

を

呈

す

る

に

号

、

自

白

v
d
v

礎
石
受
信
機
、
に
て
持
績
電
波
受
信
不
可
能
な
る
事
は
前
述
の
如
〈
な
る
も
第
五
周
ー
し
昨
ト
げ

l
L附
円

i

の
如
〈
チ
ヲ
カ

1
の
代
b
に
K
な
る
高
周
波
後
振
機
を
之
れ
に
附
属
使
用
す
る
時
ば
ピ
ト
ト
現
象
を
臆
周
し
受
信
可
能
と

』
四
五



一
四
六

な
る
。
今
般
λ
y
に
六
百
米
突
の
到
来
持
療
電
波
ゐ

b
之
一
れ
を
受
信
せ
ん
と
す
る
時
は
先
づ
A

G
な
る
空
中
線
回
路
の
イ
ン

ダ
ク
タ
ン
ス

L
及
キ
ヤ
パ

γ
-ア

1
C
を
加
減
し
之
れ
に
A
同
調
す
る
時
は
・
答
申
J

線
に
は

感

l

同
開
問
、
よ
川
忠
明
悌
河
!
∞
OQCoo-009

同
日

l

l

H

湿
詩
嫁
ー
ー

l
f
i
l
l
-

W

州

阿

倍

州

知

。

。

。

H
8
0
.
0
0
0
t
 

邸
ち
五
十
寓
サ
イ
ク
M
R

の
周
波
数
を
持
℃
る
持
績
振
動
を
生
起
す
ぺ
し
‘
別
に
K
な
る
後
振
機
の
周
波
数
を
例
へ
ば

g
H

-
C
O
Q
-
と
し
し
を
T
H

に
近
く
結
合
せ
し
め

L
C
を
加
減
し
て
之
れ
に
A
口
調
せ
し
な
る
時
は
し

L
C
a
な
る
閉
回
路
に
は
到

来
電
波
に
依
る
五
十
寓
サ
イ
ク
Y
と
K
な
る
後
振
機
よ

b
誘
導
し
た
る
五
十
高
一
~
手
サ
イ
ク
Y
と
の
二
つ
の
異
な
る
周
波

数
を
持
℃
る
持
績
振
動
生
じ
之
れ
が
相
重
畳
し
て
ピ
!
ト
現
象
を
生
ず
、
こ

L
に
起
る
ピ

1
ト
の
周
波
数
は

g
H・
0
Q
O
t

l
o
c
o
-
c
o
o
t
u
同
・

0
0
Q
t
部
ち
一
千
サ
イ
ク
Y
に
し
て
、
之
れ
が
火
花
式
の
火
花
周
波
数
に
相
官
し
一
千
ピ
!
ト
の
各

グ

Y
!
プ
は
整
流
3
れ
て
受
信
一
音
を
生
ず
る
に
至
る
、
若
し
K
な
る
後
振
機
の
周
波
数
を
務
化
し
五
十
高
五
百
サ
イ
ク
y

Er-}

居
対
す
時
は
さ
Q
-
g
o
t
-
g
o
-
g
o
t
H
O
Q
o
t
即
ち
ピ
!
ト
周
波
数
は
五
百
と
な

b
、
之
れ
に
臆
じ
て
受
信
一
音
の
ピ

ヅ
チ
も
愛
化
し
、
以
前
よ
ら
ノ
低
く
な
る
叉
此
反
鈎
に
後
振
機
の
周
波
数
を
四
十
九
宮
内
九
千
五
百
+
メ
イ
ク
Y
と
す
る
も

8
0・
c
o
o
t
-怠。・
8
Q
t
H
U
O
Q
t
と
な
'
0
・ノピ

1
ト
周
波
数
に
は
援
化
な
く
同
じ
結
果
と
な
る
、
新
の
如
〈
後
振
機
の

周
波
数
を
愛
化
し
て
到
来
電
波
の
周
波
数
民
接
還
す
る
に
従
ひ
受
信
一
音
の
ピ
ヅ
チ
は
盆
々
低
〈
な

b
此
二
つ
の
周
波
数
同

一
な
る
時
は
位
相
に
関
係
な
〈
共
合
成
振
幅
は
一
様
で
あ
る
が
故
に
検
波
器
を
通
じ
て
も
受
話
器
は
動
作
じ
得
ず
叫



自3

耳~j J 

傍
人
類
の
肱
脳
血
克
を
以
て
戚
じ
得
る
振
動
数
な
る
も
の
は
ニ

O
乃
至
二

O
、

0
0
0
程
度
の
も
の
な
る
も
貫
期
的
の
最
大

振
動
数
な
る
も
の
は
一
秒
約
三
、

0
0
0
位
の
も
の
に
し
℃

Jす 4

最
も
理
想
的
な
る
は
其
振
動
数
約
一
、

0
0
0
程
度
の
も
の

な
b
。
受
話
器
振
動
板
も
叉
固
有
振
動
数
を
有
す
る
も
の
に

4 

し
壬
慨
し
℃
二

0
0
0
程
度
F

の
振
動
数
最
も
能
率
良

3
も

の
な

b
。
火
花
式
に
五
百
サ
イ
ク
w
F

の
交
流
電
源
を
使
用
す

る
は
其
二
倍
即
ち
一
千
の
火
花
周
波
数
を
得
ん
が
魚
な

b
o

到
来
電
波
の
周
波
.
数
!
と
自
己
後
振
の
周
波
数
と
の
差
即
ち
ピ

ー
ト
プ
レ
ク
エ
ン
シ

1
一二、

0
0
0
以
上
な
る
時
は
勿
論
一
ピ
!
ト
現
象
を
生
じ
且
つ
検
波
器
に
依
b
整
流
し
得
る
も
可
聴

周
波
数
を
超
ゆ
る
急
事
賞
上
殆
ん

F

と
受
信
一
音
を
戚
受
し
得
ま
る
も
の
な

b
。

A 
第
六
聞
は
異
朱
一
管
後
振
装
置
に
依
b
受
信
電
波
の
周
波
数
に
近
き
周
波
数
を
有
す
る
持
緩
振
動
を
起
し
置

3
後
振
機

の
し
を
異
窓
管
受
信
機

B

の

L
'
c結
A
口
せ
し
め

L
L
C
回
路
に
同
周
波
数
の
持
緩
振
動
を
誘
殺
せ
し
め
受

信
電
波
と
の
ど
!
ト
現
象
を
陪
応
用
し
て
受
信
す
る
事
第
五
周
礎
石
受
信
機
の
場
合
に
会
〈
同
じ
、
斯
の
如
〈
検
波
電
路
と

濁
立
し
た
る
局
部
振
動
電
流
後
生
装
置
を
具
備
し
た
る
も
の
を
他
働
へ
-
プ
ロ
グ
イ
ン
念
。
宮
E
R
Z
2
2
0弘吉の
)

1

ζ

稀
す
、

一四し屯



一
回
A

之
等
雨
者
を
同
一

f

電
路
が
粂
ね
て
居
る
も
の
を
白
働
へ
-
プ
ロ
グ
イ
ン

(ωσ
弓

E
2
2
0

日々
)

1

ζ

移
し
、

℃
後
振
、

a

龍
太
、

t

整
流
の
三
作
用
を
同
時
に
行
は
し
む
る
も
の
で
現
今
庚
く
使
用
せ
ら
る
人
持
績
電
波
受
信
愛
買
に
し
て

一
個
の
異
窓
管
に

第
七
闘
の
如
き
接
緩
て
あ
る
、
以
下
茶
動
作
に
就
会
少
し
く
述
べ
ん
。

先
づ
最
初
心
線
の
抵
抗
を
加
減
し
趨
営
の
光
と
怨
す
時
は
心
線
よ

b
は
盛
ん
に
電
子
射
出

し
]
日
(
担
え
の

O
円
三
口
問
〉
、
に
飛
び
付
(
潟
導
通
性
と
な
A
Y
B
な
る
。
フ

V
1
ト
電
池
よ
b
B
R

F;J 7 

υ
P
F
T
B
な
る
プ

V
1
ド
一
回
路
に
は
電
流
通
宇
此
電
流
が

R
な
る
コ
イ
M
Y

を
流
れ
る
魚
R
に

は
磁
力
線
生
じ
R
と
結
合
し
た
る

L
コ
イ
、
山
院
に
は
相
互
誘
導
作
用
に
依
り
℃
起
電
力
誘
後
手

れ
L
G
な
る
閉
回
路
に
は
共
同
有
の
周
波
数
を
有
す
る
振
動
起
AY
其
振
動
電
流
は
の
(
の
ユ
弘
)

に

(

十

)

(
一
)
交
互
に
電
荷
の
持
鋭
化
を
奥
へ
る
而
し
℃
此
グ
?
ツ
ド
の
電
荷
の
援
化
は
プ

V
1
ト
電
流
を
版
流

に
す
る
即
ち

B
R
P
F
T
B
回
路
の
電
流
は
脈
流
と
な
る
今
度
は
此
版
流
が

R
を
経
℃
L
，
を
盛
ん

/園、、
ト甘
口
←~ 

g巳
O
ロ
ハ
U
Z
円円。口同)

に
励
磁
す
る
急

L
C
同
路
の
振
動
電
流
は
ダ
ン
ピ
ン
グ

(
減
幅
)
の
大
な
る
も
の
よ

b
漸
次
、
ダ
ン
ザ
ン
グ
の
小
な
る
も
の

に
微
弱
な
る
も
の
よ

b
次
第
に
強
勢
な
る
振
動
に
議
中
此
回
路
の
振
動
が
強
勢
に
な
れ
ば
グ
リ
ッ
ド
電
荷
の
愛
化
は
一
暦

烈
し
〈
な
b
プ
レ
ー
ト
電
流
の
愛
化
即
ち
版
流
も
之
れ
に
件
れ
で
い
や
が
上
に
強
勢
と
な
る
斯
く
し
て
振
動
電
流
は
版
流

を
大
な
ら
し
め
版
流
は
振
動
電
流
を
張
勢
な
ら
し
め
相
依
b
相
扶
け
逐
に
し
じ
-
回
路
に
は
持
績
振
動
が
生
や
る
の
で
あ
る

其
固
有
周
波
数
は
前
越
の
如
く

L
C
な
る
イ
ン
ダ
ク
タ
ン
ス
及
キ
ヤ
バ
シ
チ
!
の
大
小
に
依

b
決
定
す
る
も
の
に
し
て
例



へ
ば
本
墓
後
射
の
四
千
米
突
即
ち
七
高
五
千
サ
イ
ク
u
y

の
持
療
電
波
を
受
信
せ
ん
と
す
る
時
は

L
C
を
加
減
し
て
此
回
路

に
七
高
六
千
サ
イ
ク
Y
程
度
の
周
波
数
を
有
す
る
持
緩
振
動
を
生
起
せ
し
h
u

る
様
調
整
を
と
b
空
中
線
回
路
を
四
千
米
即

ち
七
高
五
千
サ
イ
ク
Y
に
合
調
し

L
を
し
-
に
結
合
す
る
時
は

L
C
回
路
に
は
到
来
電
波
に
依
る
七
寓
五
千
サ
イ
ク
Y
及
白

己
の
殺
生
す
る
七
高
六
千
サ
イ
ク
Y

の
二
周
波
数
を
有
す
る
持
績
振
動
を
生
じ
之
れ
が
相
重
同
盟
し
℃

4
3

・c
o
o
t
-ョ・ゃ

。Q
t
u
H
O
S
t
即
ち
一
千
サ
イ
ク
Y

の
ピ

1
ト
と
な

b
之
れ
が
整
流
さ
れ
て
受
信
一
品
目
を
殺
生
す
る
の
で
あ
る
、
自
己
へ

の
殺
生
す
る
振
動
数
を
七
寓
四
千
サ
イ
ク
Y
と
す
る
も
ピ

1
ト
周
波
数
は

5
.
3
Q
t
1
2・
0
0
0
t
H
7
0
0
Q
t
と
な
b

結
局
同
じ
ピ
ヅ
チ
の
受
信
一
耳
目
と
な

b
て
開
ゆ
る
も
の
な
b
，
受
信
機
の
調
整
に
営
b
C
な
る
可
愛
蓄
電
器
を
廻
轄
し
遁
蛍

な
る
ピ
ッ
チ
の
受
信
一
旦
日
を
聞
き
た
る
後
向
同
方
向
に
廻
轄
を
進
む
る
時
即
ち
コ

V
J
ア
ン
サ

1
の
容
量
を
増
加
せ
し
む
る
時

は
漸
次
ピ
ッ
チ
は
低
(
な
19
惑
に
全
く
無
一
音
と
な
る
!
之
れ
即
ち
自
己
の
殺
生
す
る
振
動
数
が
到
来
電
波
の
振
動
数
に
接

近
し
雨
振
動
数
等
し
く
な
る
時
は
ピ

1
ト
消
滅
す
る
魚
な
ι
夕
、
而
し
て

G
の
廻
轄
を
命
活
h
u

る
に
従
ひ
再
び
低
い
ピ
ッ
チ

の
一
耳
目
よ
り
漸
次
高
会
ピ
ッ
チ
と
な

b
途
に
再
び
受
信
一
旦
日
は
消
滅
す
、
之
れ
即
ち
雨
周
波
数
の
差
大
と
な

b
ピ
1
ト
周
波
数

は
可
聴
耗
度
を
超
ゆ
る
に
至
る
魚
て
あ
る
‘
故
に
持
績
電
波
受
信
は
斯
の
如
く
受
話
器
に
最
大
戚
度
を
奥
ふ
る
貼
ニ
ケ
所

あ
る
も
の
に
し
℃
何
れ
に
調
整
す
る
も
良
し
、
斯
様
に
局
部
振
動
教
の
菱
化
に
依

b
自
己
の
欲
す
る
ピ
ッ
チ
の
受
信
一
品
目
を

得
る
事
が
出
来
る
、
叉
此
ピ

1
ト
受
信
の
鋭
敏
な
る
選
搭
牲
を
有
す
る
利
鮎
は
火
花
式
の
如

3
、
衰
滅
電
波
受
信
の
遠
く
及

ば
‘
ざ
る
所
に
し
て
-
容
易
に
混
'
信
を
分
離
す
る
事
が
出
来
る
‘
例
へ
ば
今
此
所
に
甲
乙
二
局
の
持
緩
電
波
後
信
局
あ

b
甲
局

'
四
九



一五

O

は
六
百
米
突
乙
局
は
六
百
五
米
突
の
電
波
長
代
て
殺
信
す
る
も
の
と
す
、
受
信
局
に
於
て
甲
局
の
六
百
米
突
(
五
十
高
サ

イ
ク
Y
)

を
受
信
せ
ん
と
し
自
局
受
信
機
に
は
五
十
高
一
千
サ
イ
ク
Y

の
局
部
振
動
を
起
ー
し
た
と
す
る
時
は
雨
振
動
電
流

相
重
昼
し
一
千
サ
イ
ク
Y

の
ピ
!
ト
周
波
数
を
生
じ
之
れ
が
整
流
3
れ
て
受
話
器
に
は
之
れ
に
相
営
す
る
ピ
ヅ
チ
の
受
信

一
音
を
生
ず
る
事
は
前
述
の
如
し
‘
然
る
に
乙
局
よ

b
到
来
す
る
六
百
五
米
突
電
波
長
の
周
波
数
は
約
四
十
九
寓
六
千
サ
イ

ク
Y
に
し
て
之
れ
が
局
部
振
動
電
流
と
重
畳
す
る
時
は

U
G
H
-
c
g
t
l
s
。.
0
0
0
t
H
0・
8
c
t

イ
ク
Y

の
ピ

1
ト
周
波
数
生
ず
る
も
之
は
肢
に
可
聴
程
度
以
上
の
周
波
数
な
る
を
以
て
受
話
器
に
は
何
等
の
昔
、
も
殺
せ
ま

る
も
の
な

b
，
即
ち
持
績
電
波
六
百
米
突
と
六
百
五
米
突
の
二
波
は
少
し
も
混
信
す
る
事
な
く
何
れ
に
て
も
分
離
し
て
受

と
な
る
即
ち
五
千
サ

信
し
得
る
も
の
な

b
.
又
乙
局
五
百
九
十
五
米
突
使
用
の
場
合
も
結
果
は
同
様
で
あ
る
、
使
用
電
波
長
短
〈
な
る
に
従
ひ

盆
々
そ
の
選
捧
性
頴
著
と
な
る
も
の
に
し
て
百
米
突
以
下
の
短
波
長
に
於
て
は
十
分
の
一
米
突
の
波
長
の
愛
化
も
良
〈
混

信
を
分
離
し
得
ぺ
し
、

3
れ
ば
限
定
3
れ
た
る
一
区
域
内
に
数
多
の
局
あ
b
て
通
信
す
る
の
必
要
あ
る
が
却

3
場
合
に
は

短
波
長
に
依
る
持
績
電
波
最
も
趨
営
な
る
も
の
な
h
J
、
斯
様
に
鋭
敏
な
る
選
捧
性
を
有
す
る
も
の
な
る
を
以
て
之
れ
が
取

扱
に
嘗
b
取
扱
者
の
手
の
接
近
、
身
瞳
其
他
外
物
の
働
作
等
直
ち
に
局
部
振
動
の
周
波
数
に
影
響
を
及
ぼ
し
受
信
一
音
に
大

な
る
鈍
変
化
を
奥
へ
受
信
不
穏
な
ら
し
な
る
事
あ
b
'
、
火
花
受
信
に
熟
練

ιた
る
も
の
も
持
績
電
波
受
信
に
困
難
を
戚
ず
る

は
向
調
鋭
敏
な
る
魚
で
あ
る
.
然
る
に
此
ピ

1
ト
受
信
の
鋭
敏
な
る
選
捧
性
も
電
波
長
の
増
大
に
遮
れ
て
減
ず
る
も
の
に

し

τ約
三
千
米
突
以
上
の
波
長
に
至
つ
て
は
同
調
不
鋭
敏
に
し
て
調
整
容
易
と
な
る
、
例
へ
ば
一
高
米
突
郎
ち
三
高
サ
イ



ク
Y
の
持
緩
電
波
受
信
に
営

b
局
部
振
動
数
を
三
高
一
千
サ
イ
ク
Y
と
す
る
然
る
時
は
此
周
波
数
と
ピ

1
ト
ノ

1
ト
を
生

ぜ
ま
る
が
如

3
周
波
数
は
約
三
千
サ
イ
ク
Y

の
差
即
ち
二
寓
入
千
サ
イ
ク
Y
以
下
或
は
三
高
四
千
サ
イ
ク

Y
以
上
の
も
の

-
な
ら
ゴ
る
べ
か
ら
や
換
一
一
一
目
す
れ
ば
通
達
距
離
内
に
一
高
七
百
米
突
乃
至
入
千
八
百
米
突
聞
の
電
波
長
を
使
用
し
送
信
し
居

る
局
あ

b
-と
す
れ
ば
之
等
の
何
れ
と
も
混
信
を
生
中
る
事
と
な
る
、
又
局
部
振
動
数
を
二
高
九
千
す
イ
ク

y
'と
す
る
時
は

之
れ
と
ピ

1
ト
ノ

1
ト
を
生
ぜ
ず
る
が
如
き
周
波
数
は
ニ
高
六
千
す
イ
ク

Y
以
下
或
は
三
高
二
千
サ
イ
ク
Y
以
上
の
も
の

な
ら
.
ぎ
る
べ
か
ら
ず
‘
換
-
一
一
目
す
れ
ば
一
高
一
千
五
百
米
突
乃
至
九
千
四
百
米
突
聞
の
波
長
は
何
れ
も
混
信
を
生
中
る
事
と

な
る
斯
の
如
〈
一
一
馬
米
突
受
信
に
於
て
は
共
前
後
約
二
千
米
突
の
波
長
帯
と
混
信
を
生
じ
向
調
不
鋭
敏
と
な
る
‘
然
し
乍

ら
之
れ
等
受
信
一
旦
日
の
ピ
ッ
チ
は
皆
多
少
異
る
を
以
℃
火
花
混
信
に
比
す
れ
ば
受
信
容
易
な
る
も
の
な

b
。

持
緩
電
波
受
信
機
の
種
類

第
七
園
は
出
会
中
線
電
路
(
一
次
電
路
)
と
閉
電
路
(
二
次
電
路
)
と
を
有
す
る
結
合
回
路
て
あ
る
が
調
整
の
簡
単
と
機

器
の
省
客
と
を
目
的
と
し
た
る
単
一
電
路
式
邸
中
勺
空
中
線
電
路
と
閉
電
路
と
を
共
用
す
る
も
の
あ

b
l
測
候
所
等
に
て
多

〈
使
用
す
る
東
京
無
線
製
一
一
二
六
型
及
日
本
無
線
製
R
H
3
型
等
に
て
第
八
国
接
績
の
如
し
、
此
式
に
於
℃

L
C
の

調
整
は
空
中
線
電
路
と
閉
電
路
の
電
波
長
を
同
時
に
加
減
せ
し
な
る
も
の
に
で
持
緩
電
波
受
信
中
空
中
線
電
路
は
常
に
僅

か
非
同
調
に
あ
る
も
の
に
し
て
其
結
果
受
信
一
菅
稀
低
下
す
る
の
傾
向
Br--}

な
る
も
一
次
電
路
二
次
電
路
結
合
に
依
る
エ
ネ
Y

ギ
!
の
損
失
な

3
魚
却
て
受
信
一
音
大
な

b
、

一
般
に
之
等
の
自
助
式
ヘ
ア
ロ
グ
イ
ン
受
信
機
殊
に
此
草
一
電
路
式
は
受
信

五



一五ニ

中
絶
え
ず
振
動
電
流
殺
生
し
居
る
が
魚
空
中
線
よ

b
は
微
弱
乍
ら
持
緩
電
波
が
後
射
せ
ら
れ
屡
々
之
れ
が
数
哩
の
遠
方
迄

到
達
す
る
事
が
あ
る
故
に
此
受
信
機
は
一
種
の
微
弱
な
る
後
援
機
と
し
て
働
さ
其
附
近
に
受
信
所
あ
る
時
は
混
信
防
害
を

奥
ふ
る
も
の
で
あ
る
放
に
我
図
現
行
の
放
迭
無
線
電
話
規
則
に
於
℃
は
空
中
線
よ

b
振
動
電
流
を
殺
生
す
る
が
如
会
受
信

機
の
使
用
を
厳
禁
し
て
居
る
の
で
あ
る
よ
伐
る
に
R
な
る
V

ゼ
本
レ

1
チ
プ
コ
イ
Y
(
チ
ッ
ク

-
7
1
コ
イ

Y
或
は
プ

ν
1
・h

コ
イ
Y
と
も
一
五
ふ
)
を
使
用
し
所
謂
再
生
式
と
魚
す
時
は
若
し

3
撲
大
作
用
を
偽
す
を
以
て
放
送
無
線
電
話
受
強
制
器
に
も

之
れ
を
使
用
す
る
も
の
多

3
.か
如
し
，
自
助
式
持
緩
電
波
受
信
機
に
於
℃
も
遁
蛍
な
る
配
線
に
依
る
時
は
電
波
の
後
射
を

防
ぎ
得
る
も
の
な
り
、
他
蹴
式
の
も
の
は
殆
と
・
空
中
線
よ
λ

リ
電
波
を
殺
射
せ
ゴ
る
特
長
を
有
す
る
も
機
器
複
雑
に
し
て
調

整
困
難
な
る
魚
多
く
使
用
せ
ら
れ
ず
。

向
此
の
他
第
九
国
は
ド
フ
オ

V
1
の
ア
Y
ト
ロ

1
3
ヨ
ン
と
務
す
る
自
殺
振
動
電
路
印
ち
持
績
電
波
受
信
機
と
し
て
使

用
せ
ら
る

L
も
の
な
る
が
戚
度
徐
b
よ
ろ
し
か
ら
ず
。

) 

F甘 f



自
殺
振
動
の
試
験

持
緩
電
波
受
信
に
が
回
b
自
己
の
受
信
機
が
振
動
殺
生
し
居
ら
ゴ
る
時
は
無
盆
の
徒
勢
に
終
る
事
と
な
る
を
以
て
振
動
後

生
し
居
る
や
否
や
試
験
の
必
要
あ
る
も
の
な

b
，

一
般
に
振
動
殺
生
し
居
る
場
合
は
次
の
現
象
を
呈
す
、

(
一
)
昼
中
線
タ

1
ミ
ナ
Y

に
手
を
解
る
L
時
は
受
話
器
に
銃

3
ク
リ
ッ
ク
を
戚
ず
、

(
早
一
電
路
式
)

(
二
)
若
し
空
中
線
イ
シ
ダ
ク
タ
ン
ス
が
タ
ッ
プ
に
依
つ
ぐ
加
減
し
得
る
も
の
な
る
時
は
此
ス
キ
ヅ
チ
を
動
か
す
毎
に

ク
リ
ノ
ッ
ク
を
戚
ず
、

(
軍
一
電
路
式
)

八
三
)
受
話
器
に
は
絶
乏
ず
シ
ヤ

1
/
¥
と
一
五
ふ
騒
音
を
戚
ず
、

(
四
)
火
花
電
波
は
某
火
花
周
波
数
に
関
係
な
く
総
℃
ポ
ヤ
ケ
タ
一
音
と
な
っ
て
戚
ず
、

(
五
)
グ
リ
ッ
ド
に
指
を
欄
れ
る
と
ポ
ヤ
ケ
タ
一
旦
日
を
聞
く
(
ガ
η
ノ
ヅ
ガ
η
ノ
ヅ
と
云
ふ
時
は
振
動
殺
生
し
居
ら
ず
、
)

振
動
後
生
せ
ゴ
る
重
な
る
原
因
は
次
の
如
し

(
一
)
プ

V
1
ト
電
麿
が
振
動
を
生
ヂ
る
迄
に
充
分
高
か
ら
ゴ
る
場
合

(
二
)
心
線
電
流
過
小
な
る
時

(
三
)
プ

μ1iト
回
路
ど
グ
リ
ッ
ド
振
動
回
路
の
結
合
度
過
小
な
る
時
、

η
ノ
1
3
コF

イ
Y
と
の
結
合
徐
L

り
に
疎
な
る
時

部
ち

V
ゼ
ネ

V
1
チ
プ
コ
イ
Y
と
セ
コ
ン
ダ

五



(
四
)
ν
ゼ
ネ

ν
1
チ
プ
コ
イ
芹
の
接
績
反
封
な
る
時

(
五
)
使
用
す
る
真
宗
一
位
呂
が
後
信
管
と
し
℃
不
趨
営
な
る
時

新

著

地
震
計
の
倍
率
と
位
相
の
遅
れ

来日

合
σ万
一
}
内
門
】
め
円
開
門

(-FZ52--2MW
〈
。
ロ
ロ
円
・
。
三
宮

μrME
か
ら
)

固
有
週
期

地
震
計
に
大
切
な
恒
数
は
次
の
様
な
も
の
で
あ
b
ま
す
。

(
工
)

短
週
期
倍
率

摩
擦
値

制
動
係
数

(

V

)

 

(
r
)
 

〈

ε
)

品
五
四
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V
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